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中期経営計画──新たな成長に挑戦するためのファーストステップ

　はじめに、新社長としての抱負をお聞かせください。

 　TOYOは2009年にグループの全従業員が共有すべき価値観をMVV（Mission、Vision、
Values）として体系化し、その中のVisionで目指すべき企業像をGlobal Leading 
Engineering Partnerと定めました。しかしグローバル競争が激化している今、世界に伍し
て戦うためには規模的な拡大が欠かせません。グループ全体として売上高や利益を拡大し、
TOYOが新たな成長に挑戦していく舵取りを行うことが、新社長である私に課せられた使命
だと考えています。

2012年6月27日、この4月からCOOとしてTOYOの運営を指揮してきた石橋克基副社長が山田豊社長の
後を受けて、取締役社長・CEOに就任しました。次代のTOYOを担う新体制発足から3カ月、中期経営計
画「NEXT TOYO 2015」の目標達成に向けた取り組みが一段と加速しています。今回は石橋社長に新生

TOYOの将来ビジョンとさらなる成長への経営戦略を伺いました。

石橋新社長が語る新生TOYOの将来ビジョンと経営戦略

海外拠点をもっと伸ばし
アップストリームへと拡大することで
TOYOは大きく成長します
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　中期経営計画「NEXT TOYO 2015」で数値目標を掲げられました。

 　中期経営計画の遂行にかけるマネジメントの強い意思を示すための目標数値として、「NEXT 
TOYO 2015」の最終年度である2016年3月期の連結当期純利益120億円を掲げました。この
利益は連単倍率2.0で実現する、すなわちToyo-Japanと連結子会社が各々60億円を稼ぐこ
とを目指します。その時の業績イメージは、EPC換算で連結受注高4,500億円、連結売上高
4,200億円としています。
　この数値は現時点と比較するとかなり高い目標に見えるかもしれませんが、TOYOは2007年
3月期に連結受注高3,549億円、2008年3月期に連結売上高3,274億円という業績を上げてい
ます。今回掲げた数値は、それらを約1,000億円上回る数値ですが、海外拠点の受注拡大を
図ることなどで充分達成可能なものだと考えています。
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数値目標

連結当期純利益目標
（2016年3月期）

120億円
海外拠点

60億円
◦重点地域
◦従来事業

Toyo-Japan

60億円
◦開拓地域
◦強化事業
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　 目標達成には事業環境の好転が必要だと思われます。現在のマーケットの状況について
はどのように判断されますか。

 　世界金融危機以後の低迷からようやく脱しつつあるというのが私の市場認識です。欧州の
金融財政システムに対する不安感の高まりや歴史的な円高など、懸念材料はありますが、案件
は確実に増加しています。新興国では消費財市場の急成長に伴って素材産業や肥料分野、社
会インフラ領域で旺盛な投資意欲が継続していますし、非在来型ガス田など新しいエネルギー
資源の開発が世界規模で活発化しています。こうした外部環境の好転を事業拡大の好機と捉
えています。市場のニーズに的確、かつスピーディに対応することでTOYOのプレゼンスを高め
てまいります。

Global ToyoからTOYOヘ──実効ある連結経営を確立する

　 「NEXT TOYO 2015」の基本方針の一つ、「グローバルオペレーションの更なる一体化」
についてご説明ください。

 　TOYOはこれまで“Global Toyo”を標榜し、海外で展開するEPC拠点の拡充とグローバル
市場における競争力強化に取り組んできました。この考え方をさらに推し進めて、全世界の拠
点が一体となってTOYOを成長させ、利益創出に貢献する体制を構築してまいります。これを
「“Global Toyo” to “TOYO”」というフレーズで表しています。
　そのために、Toyo-Japanは海外拠点を積極的に支援し、Global共通のStandard（技術標
準）を拠点に浸透させることで「TOYO品質」の向上に努めていきます。また一方で各拠点は、
地域それぞれの市場特性を熟知した事業展開により、お客様にきめ細やかなサービスを提供し
ていきます。「高品質」と「きめ細やかさ」両面からのアプローチは、TOYOの特徴と言えると思
います。“頼れるエンジニアリングパートナー”として世界中のお客様から認めていただける存在
になりたいですね。

　従来に増して各EPC拠点の実力向上が不可欠になりますね。

 　TOYOは中国、インド、カナダ、インドネシア、ブラジルなど、資源に恵まれた国、あるい
は人口が多く、今後一層の経済成長が期待できる地域に拠点を置いています。優れた立地条
件を活かして地域の案件に積極的に関与していく、いわゆる「地産地消」の推進が利益確保
の鍵になってきます。営業力の強化による受注拡大はもとより、プロジェクト遂行能力の拡充、
そのためには拠点スタッフのさらなる意識向上が必要であり、Toyo-Japanは各拠点を支援す
る必要があります。
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マーケット環境

“Global Toyo” to “TOYO”

“ 海外拠点にはより一層の収益拡大を期待しています。”
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　TOYOの事業戦略の中で特に重視している地域はどこでしょうか。

 　「NEXT TOYO 2015」では、世界の諸地域を「重点地域」と「開拓地域」に区分しています。
重点地域は日本と中国を含む東アジア、東南アジア、中南米、インド、中東で、TOYOがこれ
まで多くの実績を積み上げてきた地域であり、これらの地域にある海外拠点にはより一層の
収益拡大を期待しています。一方、開拓地域はロシア・CIS、北米、イラク、サブサハラ（ア
フリカ）で、これらは今後Toyo-Japanが主体的に注力していきたい地域です。ロシア・CIS
では、かつて旧ソ連時代にアンモニアを中心として多数のプロジェクトを手掛けましたが、近
年はサハリン2LNGプロジェクト以外に目立った実績がないため、今回、開拓地域として位置
づけ再度チャレンジします。「NEXT TOYO 2015」の最終年度までに、売上高における開拓
地域の比率をできるだけ高めたいと考えています。

Toyo-Japanを戦略拠点に上流分野への進出が本格化

　TOYOの今後の商品戦略を教えてください。

　「NEXT TOYO 2015」では2番目の基本方針として、「More toward Upstream」という表
現で、上流の事業・業務分野の拡大を図っていきます。ここで言うアップストリーム（上流）に
は二つの意味があります。
　一つは「より上流の事業分野」に進出するということです。TOYOはこれまで、ハイドロカー
ボンのダウンストリーム分野で数多くの実績を上げてきましたが、目標とする利益の増大を図
るためには、石油・ガス開発など井戸元に近い分野で受注を拡大していくことが欠かせませ
ん。具体的な取り組みとしては、イラク国営南部石油会社と油田開発に関する包括技術サー
ビス契約を2012年4月に締結し、また、FPSO※に搭載し、石油随伴ガスを処理できるマイク
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More toward Upstream

注力する市場と事業分野 Toyo-Japanが注力する
事業分野と市場分野の拡大

育成事業
事業参画

（社会インフラ、エネルギー開発）

強化事業
  上流事業（エネルギー開発、LNG）

社会インフラ、医薬、その他

従来事業

肥料、石油化学、石油・ガス精製

重点地域 開拓地域
　東アジア、東南アジア、
中南米、インド、中東

 ロシア／CIS、北米、イラク、
サブサハラ（アフリカ）

重点地域の従来事業は
海外拠点が注力

※ FPSO: 
Floating Production, 
Storage and Offloading、
浮体式海洋石油・ガス生産 
貯蔵積出設備
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ロGTLを米国のベロシスや三井海洋開発（MODEC）と共同開発しています。このほか、カナ
ダのオイルサンド開連など、上流分野の案件もここにきて急速に増加してきました。
　もう一つは「より上流の業務分野」への進出です。従来のEPCの提供から、案件形成の初
期段階からの事業計画関与を増やし、お客様とともにプロジェクトを創っていきたいと考えて
います。また、施設運営や事業投資も視野に入れています。例えばベトナム、ミャンマーの水
道システム改善プロジェクトを日本のパートナーと共に検討していますし、既存油田のEOR※

によるアセットマネジメントについては、新興国の石油会社などにアプローチしています。こ
れは老朽化した油田にガスを注入し再活性化して回収する、原油回収事業にTOYOが参加す
るというものです。

　上流の事業分野へ、そして上流の業務分野へ。これら二つのアップストリームはToyo-
Japanが主体となって推進していきます。またTOYOはあくまでエンジニアリング会社ですの
で、事業参加と言っても単なる投資ではなく、技術提供を含む事業協力や新たなビジネスの
創造につながる事業参画にこだわっていきたいと思います。

　今後、注力される事業分野がありましたら教えてください。

　特に力を入れていきたいのがLNG分野です。TOYOはこれまでこの分野において、サハリン
での大型LNGプロジェクトにジョイントベンチャーで参画した以外、なかなか実績を作るこ
とができませんでした。現在TOYOは米国のチャートや日立製作所と共同でオーストラリアの
非在来型ガス田向けの中規模LNGのFEED※を実施し、またMODEC・日本海事協会と共同
で、新たなコンセプトの船上LNGを開発してきました。これらの実現に向けた取り組みによ
り、このたびMODEC・IHI・CB&Iと共同でマレーシア国営石油会社（ペトロナス）から、船
上LNGのFEEDを受注しました。引き続きこの分野での受注を目指します。

TOYOの事業運営の基盤は人財。課題は人を活かす体制づくり

　 「NEXT TOYO 2015」の3番目の基本方針「Worth Working Place」についてもご説明
をお願いします。

 　工場も生産設備も持たないエンジニアリング会社にとって、事業運営の基盤は従業員一人
ひとりの能力とチームで連携する力です。人財の確保と育成はTOYOにとって永遠のテーマと
言っても過言ではありません。私は世界のTOYOメンバーが、「プラント建設を通じて現地社
会の発展に貢献する」というロマンと誇りを持って、仕事に注力して欲しいと願っています。
　そこで「Worth Working Place」、すなわちグローバル人財の育成・強化を掲げ、世界中
の人々を惹きつけ、動機づける仕組みと文化の醸成に取り組みます。日本人の若手・中堅社

UP TO DATE
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“ ロマンと誇りを持って、 
仕事に注力して欲しいと願っています。”

Worth Working Place

※ EOR: 
Enhanced Oil Recovery、
増進回収法

※ FEED: 
Front End Engineering 
Design、基本設計
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員をグローバルに通用する人財へと育てることはもちろん、現地採用社員のキャリアアップ支
援にも注力していく方針です。現在、海外現地法人の社長はすべて日本人ですが、現地スタッ
フも能力に応じて拠点長やToyo-Japanのライン長に昇進できるような新しいキャリア制度
の導入を検討していきます。
　技術やノウハウの継承も重要課題の一つです。熟練層から次代を担う若い世代に、無形の
資産をしっかりと引き継いでいくことがTOYOの将来にとってきわめて大切なことだと考えて
います。

　 同業他社との競争が一段と激しくなっています。TOYOはどのような戦略で、この競争を
勝ち抜いていくお考えですか。

 　近年、中東においては韓国のエンジニアリング会社が競争力を高めています。またユーロ
安を背景にヨーロッパのエンジニアリング会社も攻勢に出ています。競合の状況は国や案件に
よって異なるので、こうすれば勝てるという秘策はありませんが、TOYOが世界の幅広い地域で
それぞれ培ってきた経験や実績、そしてお客様からの厚い信頼は、グローバル競争に打ち勝つ
原動力になると思います。
　前述したように、TOYOはEPCだけでなく、プロジェクト初期段階からの事業参画やお客
様と一体になった事業運営に力を注いでいます。他のエンジニアリング会社と差別化できる、
TOYOならではの価値を提供していくことによって持続的な成長を実現してまいります。

　最後に、読者の皆様にメッセージをお願いします。

　2012年夏に開催されたロンドンオリンピックは、私たちに感動を残して閉幕しました。記
録や順位を競うスポーツ選手と、我々エンジニアリング会社の社員と立場は違いますが、高い
目標に向けて具体的にマイルストーンを設定し、それを着実にこなしていく点では同じではな
いでしょうか。またそこで求められるものは同じ「心・技・体」です。プロジェクトを遂行して
いくための体力と、経験に裏打ちされた技術・ノウハウ、そして最も重要なのはひたむきに仕
事に取り組む心だと確信しています。
　もっとお客様に近いところへ、もっと活気ある会社へ、TOYOは今、大きく変わろうとして
います。私はそれを先頭に立って牽引していく所存です。ステークホルダーの皆様には、これ
までと同様にTOYOへのご支援とご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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差別化で勝つ

　1954年、兵庫県生まれ。1977年、東京大学工学部を卒業し、東洋エンジニアリングに入社。配管設計部門にて
3次元CAD設計システム開発に携わった後、1980年代は設計エンジニアとしてエジプト、タイのプロジェクトで工
事管理まで一貫して担当。1993年にプロジェクト部門へ移り、PEとして日本、タイのプロジェクトに従事。その後、
2つの大型プロジェクトを手がけ、マレーシアではPEM、イランではPMとしてプロジェクトの成功に貢献。2007年
より設計部門全体を統括すると共に、海外拠点の設計機能強化を主導した。2009年執行役員、2010年常務執行
役員。2011年に海外営業部門へ移り、米州地域での受注活動を推進。2012年4月に副社長 COOに就任し、同年
6月山田豊社長の後を受け、取締役社長に就任。
PE: プロジェクトエンジニア　PEM: プロジェクトエンジニアリングマネジャー　PM: プロジェクトマネジャー

Prof i le
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エネルギー資源の有効活用を実現する
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A
B

F

E
J
K

G

I
H

イラク

サウジアラビアークウェート国境

オーストラリア

マレーシア

D
C

ロシア

カナダ

ベネズエラブラジル

中東・南アジア
■27 ■25 ■6 ■16 ■14 

欧州・CIS
■15 ■15 ■2 ■1 ■14 ■7

米州
■11 ■3 ■8 ■3 ■1 ■1

アフリカ
■1 ■1 ■1

東南アジア・オセアニア・中国・日本
■9 ■22 ■9 ■3 ■7 ■9 ■7

TOYOの資源開発プロジェクト実績

進行中の主要プロジェクト
客　先 種　類

A イラク国営南部石油会社 GESA（包括技術サービス契約）
B カフジジョイントオペレーションズ GESA（包括技術サービス契約）
C ルクオイル GESA（包括技術サービス契約）
D イルクーツク石油 GESA（包括技術サービス契約）
E マレーシア国営石油会社 FLNG（FEED）
F イースタンスターガス社（現：サントス社） CSG原料の中規模LNG（FEED）
G ノースウエストレッドウォーターパートナーシップ オイルサンド製油所（FEED）
H ベネズエラ国営石油会社 超重質油改質プラント（PMC）
I ベネズエラ国営石油会社 超重質油改質プラント（EPsCm）
J ブラジル国営石油会社 FPSO船上生産設備（3件）
K ブラジル国営石油会社 マイクロGTL実証プラント

※  CBM: Coal Bed Methane、炭層メタン／CSG: Coal Seam Gas、炭層ガス／ EOR: Enhanced Oil Recovery、増進回収法／
FLNG: Floating LNG、浮体式洋上液化・貯蔵・出荷設備／ FPSO: Floating Production, Storage and Offloading、浮体式海洋石油・
ガス生産貯蔵積出設備／ IOR: Improved Oil Recovery、改良型石油採収法

■ 油・ガス田開発計画  ■ 油・ガス田開発基本設計  ■ 陸上設備プロジェクト  ■ 海上設備プロジェクト
■ LNGプロジェクト  ■ 生産・保守計画  ■ 二次・三次回収プロジェクト



08

September 2012 Vol.6

　石油、天然ガス、石炭など人類の発展を支えてきたエネ
ルギー資源。産業の発展と生活向上に不可欠なこれら化
石燃料は、新興国でのエネルギー消費の増加を背景に、そ
の重要性はますます高まっています。昨今の採掘技術の進
化に伴い、非在来型と呼ばれる「オイルサンド」「炭層ガス
（CSG・CBM）」「シェールガス・シェールオイル」に加え、
深海や北極圏での油・ガス田開発など、新たなエネルギー
資源の開発が進んでいます。TOYOは30年以上にわたり、
産油・産ガス国を中心に高度な開発・回収技術と効率的な
運営ノウハウを提供し、資源エネルギー分野で多くの実績
を積み重ねてきました。

資源開発のビジネスフロー

http://www.toyo-eng.co.jp/

油層評価およびモデリング

油・ガス田の開発計画作成、リスク検討と対策

建設プロジェクトマネジメント

油層管理と開発計画の最適化とIOR実施

原油・ガス確認

一次回収

二次・三次回収

二次回収法の検討と経済性チェック

生産状況のモニタリング

三次回収（EOR）の適用検討

生産モデルおよび設備計画◦FLNG（MAP E）

　海洋での資源開発が活発化する
中、TOYOは三井海洋開発（株）
（MODEC）をはじめとしたパート
ナー企業と協業し、これまでに構築
したFPSOのノウハウを活かし、生
産効率がよく、省エネルギー、低コス
ト、かつ信頼性と安全性の高い、新
たなコンセプトでのFLNG設備を実
現します。（関連記事をP.10に掲載）

◦CSG-LNG（MAP F）

　非在来型エネルギーで
ある炭層ガス（CSG）を原
料に、豪州での中規模電動
LNG設備計画に参画してい
ます。都市部近郊での立地
を踏まえ生活環境にも配慮
し、構想段階からお客様を
支援しています。

◦石油会社の技術パートナー（MAP A〜D）

　TOYOは国際石油資本や産油国
石油会社のパートナーとして、出資計
画国における鉱区権購入から事業立
ち上げ、実際の開発に際して計画立
案、実行に至る事業全般に関与し、
設備建設プロジェクトを担う場合も
あります。例えばイラク国営南部石
油会社（SOC）やロシアのルクオイ
ル、イルクーツク石油との包括契約

では、全体開発計画立案や各石油会社の開発計画レビューなどを行います。既存
油田増産、未開発油田開発、サプライチェーン構築など、長期間にわたり幅広い
プロジェクトに関与します。（関連記事をP.10に掲載）

　原油やガスの技術的な回収率は、自噴／ IOR：
15 ～ 20%、二次回収：25 ～ 30%、三次回収
（EOR）：40～ 60%と言われており、最大でも地
下にある半分程度しか回収できません。TOYOは、
IORや二次・三次回収適用油・ガス田を対象として、
継続的操業と、可採限界までの回収請負ビジネスを
開始しました。これは油・ガス田オーナーの資金負
担をTOYOが一部カバーすることまで視野に入れた
事業で、プロジェクト実行には、埋蔵量を含めてリ
スク管理する必要があります。地下と地上双方の知
見、運転技術も加えた総合力を発揮すべく、TOYO
はこれまで協業してきた地下エンジニアリング会社、
油・ガス田運営会社、さらに商社を加えたフォーメー
ションでこの事業を展開していきます。

二次・三次回収アセットマネジメント

油・ガス田生産量の推移

一次回収（自噴）

二次回収実施（水圧入）

三次回収実施（ガス/ケミカル圧入）

IOR実施（追加掘削、等）

30年 

生
産
量

20年 10年 
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エジプト  エチレンプラントを受注

　TOYOは、丸紅（株）の協力を得て、エ
ジプト石油省傘下のエンジニアリング会
社エンピ（ENPPI）と共同で、同省傘下
のエチレン関連製品・製造販売会社エティ
ドコがアレキサンドリアに建設する、年
産46万トンエチレン製造設備、年産2万ト
ンブタジエン抽出設備およびユーティリ
ティ・オフサイト設備を受注いたしました。
当社がエジプト国営石油会社シドペック
向けに2001年完工した年産30万トンエチレンプラントに次ぐ、エジプト2基目かつ最大のエチレンプラントとなります。
　TOYOとENPPIは米国ルーマスの最新技術をベースに、設計から工事・試運転までのEPC業務を一括請負で実施し、プラン
トの完成は2015年を予定しています。本プロジェクトは、エジプトの経済成長に伴う石油化学製品の需要の高まりを受け、同
国政府の石油化学増強20年計画の一環として実施されます。

調印式

ブラジル  洋上原油生産設備を受注

　TOYOと三井海洋開発（株）（MODEC）がシンガポール
に設立したMODEC and TOYO Offshore Production 
Systems Pte. Ltd.（MTOPS）は、MODECのオランダ法
人セルナンビ・スルMV24 B.V.より、FPSO※に搭載する、洋
上原油生産設備（石油処理量日量15万バレル、ガス処理量
日量280百万立方フィート）を受注いたしました。生産開始は
2014年第3四半期を予定しています。
　本FPSOは、ブラジル国営石油会社などのコンソーシアム
であるトゥピB.V.が保有する、リオデジャネイロ沖合300km
のセルナンビ・スル鉱区の海底下5,000mのプレソルト層に
ある、海洋油田開発に投入されます。TOYOのMODEC向
け洋上原油生産設備の納入実績は今回で6件目、またブラ
ジルでのプロジェクト実績は29件目となります。

ベネズエラ 
大型製油所近代化プロジェクトを受注

　TOYOは、フォスター・ウィラーおよびベネズエラのエン
ジニアリング会社ワイ・アンド・ヴイとコンソーシアムを組み、
ベネズエラ国営石油会社（ペドベサ）が、首都カラカスの西
約150kmに位置するカラボボ州エル・パリート製油所で実
施する、製油所近代化案件の詳細設計・調達支援・工事監
理に関する契約を調印しました。本プロジェクトは、常圧蒸
留塔、減圧蒸留塔、水素化脱硫装置、連続触媒再生式接触
改質装置、硫黄回収装置、水素発生装置、付帯設備一式で
構成され、4年超にわたるプロジェクトを実施します。
　本プロジェクトはオリノコ油田地帯から豊富に産出される
重質油を原料に、日量14万バレルの設備新設と、同規模の
既設設備からの製品も合わせて軽質化し、製油所の生産能
力倍増、環境基準への適合、石油製品の需要増に応えるも
のです。ベネズエラは世界一の原油確認埋蔵量を持ち、今後
も重質油・超重質油開発への投資が見込まれています。

調印式

受注年度 場　所 設備能力（BOPD※）

2012 ブラジル 150,000

2011 ブラジル 100,000

2010 ブラジル 120,000

2008 アンゴラ 157,000

2007 オーストラリア 96,000

2005 オーストラリア 80,000

TOYOのFPSOトップサイド実績

※ BOPD: Barrels of Oil Per Day、一日あたりの石油生産量

※ FPSO:  Floating Production, Storage and Offloading、 
浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備
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マレーシア向け 
FLNG FEED業務を受注

　三井海洋開発（株）、（株）IHI、TOYOとCB&Iの4社連合
（MITCコンソーシアム）で、マレーシア国営石油会社（ペトロ
ナス）から、FLNG※1のFEED※2業務を受注しました。
　本業務は、ペトロナスのFLNGプロジェクト案件で、マレー
シア・サバ州沖で産出されるガスを原料に、洋上で液化天然
ガス（LNG）を年間150万トン生産するプロジェクト向けで
す。洋上生産に適した新たな技術を適用したLiBroTM FLNG
コンセプトに基づくLNG液化設備のほか、船体、居住設備、
係留設備、LNGタンク、LNG出荷設備の基本設計および、
建造コストの積算業務を含み、2013年半ばの業務完了を予
定しています。FLNGは、オフショアの中小規模ガス田の有
効利用の観点から、今後も需要拡大が期待されています。

塩野義製薬（株）金ケ崎工場 
治験原薬棟竣工式

　2012年3月、塩野義製薬（株）の金ケ崎工場（岩手県）に
おいて、TOYOが設計・施工・管理を担ったβラクタム治験
原薬棟が完成し、同社の塩野会長出席のもと、上野岩手県
副知事および髙橋金ケ崎町長はじめ、多くの来賓をお迎えし
て竣工式が執り行われました。
　本設備は、将来有望なβラクタム系抗菌薬を開発するた
め、抗生剤用の治験原薬製造を目的とした最新鋭の設備で、
鉄骨コンクリート造り3階建て、延べ床面積約940㎡です。医

薬品製造に必要な国内外の
製造管理や品質管理の基準
（GMP）に適合した製造工程
で、多剤耐性菌にも効果が見
込まれる新しい抗生物質の治
験原薬が製造されます。

September 2012 Vol.6

治験原薬棟

イラク初の石油会社向け包括技術サービス契約を締結

　TOYOは、イラク国営南部石油会社（South Oil Company：SOC）
と油田開発に関する「包括技術サービス契約」（GESA）を締結しまし
た。この契約は、同国南部地域全ての油田および関連設備を対象とし、
TOYOはSOCの技術パートナーとして、各油田の開発計画並びに関連
設備の新設・改修等に関する技術サービスを長期にわたり提供するも
のです。事業化検討や計画立案、権益に関する入札準備や実施など広
範囲にわたる業務を、客先と一体になって行うGESAの締結は、イラク
国営企業では第1号となります。
　TOYOは2002年から継続するカフジ・ジョイント・オペレーションズ

（サウジアラムコとクウェート国営石油会社の合弁企業）向け契約を始め、既に10社以上のオイルメジャーや各国石油・ガス会
社向けにGESAに基づくサービス提供を実施しています。

未開発油田

増産計画済
既存油田

ミサーン油田
西クルナ
油田 1st

スベイル油田ルメイラ油田

開発計画済
未開発油田

ガラフ油田
西クルナ
油田 2nd

ファルファヤ
油田

アフダブ油田

マジュヌーン
油田

パドラ油田

GESA（包括技術サービス契約） 南部石油会社
（SOC）TOYO

TOYOとSOGがブラジルで合弁会社設立

　TOYOとブラジルの大手エンジニアリング会社SOG-オレオ・イ・ガス（SOG）は、合弁
会社TSパーティシパソエス・エ・インベスティメントス（TSPI）を設立しました。両社の出
資比率は50：50です。TSPの傘下には、100%子会社として、陸上設備のEPCを行うトー
ヨー -セタール・エンプレエンディメントスと、主にFPSOなどの海洋設備に係るEPCを行
うエスタレイロス・ド・ブラジル（EBR）を設立し、EBRはブラジル南部リオグランデ・ド・
スル州に海洋設備の製造ヤードの建設を開始しました。
　国産化比率増大と技術移転促進のブラジル政府方針を背景として、TOYOは、現地に根を
下ろした拠点ネットワークの拡大・充実を図る経営戦略の下、合弁会社の設立に至りました。

両国大臣が出席しての設立調印式

※1 FLNG:  Floating LNG、浮体式洋上液化・貯蔵・出荷設備
※2 FEED:  Front End Engineering Design、基本設計
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TOYOは、新たにグループ共通のシンボルロゴを制定し、
7月より海外各社と共に導入しました。新ロゴのデザインは、
旧ロゴのモチーフを継承しつつ未来への飛躍をイメージし、
TOYOの文字を強調することによりグループ一丸での新たな
成長を目指します。


